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1965年5月3日の降水による東京都区内のがけくずれ

大八木規夫＊＊・熊谷貞治＊＊

　1．まえがき
　がけくずれ発生予報に関連して，過去の降雨と崩壊の関係について統計的解析が若干試みられてい

る。しかし，崩壊地の地形，地質，規模，自然・人工の別，工法などの素因に関する記載，ならびに

事前の雨量，降雨強度などの誘因に対する記録が十分てないという逃去の災害資料の不伯〃こわに，

どの要因が崩壊に対してどの程度きいているかを明らかにすることができないりが現状である。そこ

で，過去の資料に対しては関連諸条件の再検討とともに，これからのがけくずれ災害に対しては，上

記諸条件をもった詳細な記録がなされることが望ましい。

　上記諸点に留意して，表題のがけくずれ災害の記載を行ない，今後この種の朗壊』こ関するod録を順

次行なっていきたいと考えている。

　2．災害記録
　　1965年5月3日の午前2時ごろから通称台湾1カ主と坪ばれている低気圧によって火京でば64－5

皿1の雨量が観渕され，都区内に数か所，また西多摩郡奥多摩町氷川・日卿峨11遁に教か所，千葉県下

の房総線沿線に数か所のがけくずれが発生した。

　がけくずれ箇所の記録は第1表に示しアこ。

　都内区崩壊地の地形

　　今回のがけくずれ箇所はいずれも武蔵オ台地東端の山手台地（詳しくは淀惰台地・豊島台地）とチ

　ュウ偵地との境界付近である。こういう場所は，がけくずれ箇所付近0〕地形凶（第1図a～e）で明

　らかなように，やや急な傾斜地である。

　＊　N．　0yagi　and　T．　Kumagai：　Investigat　ion　on　Landsl　ides

　　　Caused　by　preciPitation　in　Tokyo　on　3May　1965．

榊　国立防災科学技術セソター第2研究部地表変動防災研究室
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19655月3日の降水による東京都区内のがけくずれ一大八木・熊谷
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　　　第1図　・～・　崩壊箇所付近の地形（原図は東京地盤図による。）

X：崩壊箇所，等高線に付記の数値は標高（A．1P．上）を示す。　（単位：m）

　　A．P一は東京湾中等潮位よりも1．1344m低い。

　崩壊したがけは，ほとんどの場合大谷石（15×20x100c皿僅度の大きさ）をこれらの場所に

鉛直に積みあげ，目地をモルタノレで仕上げたもの，重たは鉛直なコソクリート壁拾よびコソクリート
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雷立防災科学技術センター研究速報　第2号　1965年11月

ゾ〕ツク積み（厚さ15・m）をたて，盛土を行なって平たんな宅地を造成した所である。がけの大き

さは高さ2～5皿，長さは10～301n程度であった。これらのがけに共通していることば，いずれ

も水抜き穴を火いていることである。盛土はいずれも，黒褐色ないし茶褐色の表土層の土で，まれに

関東ローム層の小塊（5～10c“が散点的にはいっている。がけくずれは新旧いずれの石がきにも

発生している。

　第1図の中に寓崩壊箇所よりもばるかに急傾斜なところがありながら，がけくずれが発生してい

ない。そのような急斜面ば関東ローム層，倉よびその下の段丘層，粟京層などが直接露出している部

分であることが注目される。

　崩壕に関係した気象状況

　上述のがけくずれを起こした誘因ば，明らかに降雨，それによる地表水地下水の変化に帰せられ

る。5月3臼の降雨ば，通称台湾坊主と呼ばれている低気圧によるものであるが，台湾付近に発生し

たこの低気圧は，臼不の北側を通過するという通常の経路をとらないで，気圧配置の関係によって本

　　　　　　　　　　　　　　　　　一1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヨ邦の南側を西から東へ約60km　hr　　の速度で通過したために，関東南部に多豆の降水をもたら

したのである。この低気圧は台風なみの中心気圧988mb（最低）を示し，東京の降水量は64．5

m皿に達した。積算雨量は第2－1図，1時問降水量は第2－2図，降雨強贋は第3図に示すように，
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箏2－1図　1965年5月3目の漬算雨量　　　第2－2図　1965年5月3日の1時問降水■

観測点：気象庁構内（東京都千代田区大手町）

矢　印：崩壊発生時刻を示す。

時　刻：日本中央標準時による。

観測点：気象庁構内

時　刻：日本中央標準時による。
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1965年5月3日の降水にょる東京都区内のがけくずれ一大八木・熊谷

18＼
故障

（I）

第3図　降雨強度（1965年5月3日）

　　観測点：気象庁構内，矢印：崩壊発生時刻を示す。強度は1時間降水

　　量に換算した値で示す。時刻：日本中央標準時による。
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第4図　1965年4月18目～5月3日の日雨量
　　　　　　　（日界：OOh　TST）

　　観測点：気象庁構内
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15時ごろから急速に降雨強度が増大している。（降水ば5月3日2時ごろから始重る。）16時ご

ろから18時30分ごろまて1時間降水量5㎞m以上の強度がときどき観測されているほど，降水が

強い時間があった。

　当日以前15日問の降水状況は第4図のように4月29円以外に著しい降水はなく，前日倉よび前

々日の雨量がO．Om血であるので，5月3日の実効雨量（大滝、1962）は係教をO．7とすれば約

45m〕ユになるo

　気象条件と崩壊時刻との関係

　崩壊ば15時30分ごろから始まり21時ごろまでの間に発生したが，この間の15時から19時

ごろまてば峰雨強度が大であったことが注目される。降水量が23コmあったときに最初の崩壊が発生

し，50Tmの降水までに6か所で崩壊が発生している。その後，除々に降水があって総雨量が64．5

コェに達したが，崩壌は1か所しか発生していない。降水観測は気象庁の観測であって崩壊地のもので

ないので，必ずしも強度が一致するとはいえないが，崩壌の発生数が総雨量だけでなく，降雨強度な

どの峰雨の性質に大きく影響されていることが考えられる。

　調査によって気のっいた点

　崩壊箇所を観察して注目されたことば，たとえば大谷石の鉛直の石がき，水抜きなし，ルーズな盛

土などたど，最低眼度O防災に対する注意が住居の周辺に払われていないことである。
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